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232　　酵素および酵素工学

　　　 木 質 系 バ イ オ マ ス 糖 化 に お よ ぼ す 粉砕 同 時 糖 化法 の 効 果 と そ の 応 用667

（（株 ｝神 戸 製 鋼 所 ・生 物 研 ）
o
中 山 雄 之、三 村 精男 、 高 原 義 昌

1 ， 目 的 木 質 系 バ イ オ マ ス を セ ル ラ ーゼ 系 酵 素 で 糖 化す る に は 、 前 処 理 が 必 要 で あ り、
そ の 手 殺

の ひ と っ と し て 物 理 的 粉 砕 が あ る 。 本 報 で は 、 粉 砕 と 糖 化 を 同 時 に 行 う 粉 砕 同時
糖 化 法 に つ い て そ の 効 果 を 検 討 し、 さ ら に 実 装 置 に 応 用 す る た め の 方 法 に っ い て 検 討 し た 。

2 ・ 方 法 三 角 フ ラ ス コ ‘こ ス ギ 木粉、 酢酸 緩 種ア液 、
セ ル ラ

ーゼ 系 酵 素 の 酢 酸 緩 衝 溶 液 お よ

び ガ ラ ス ビ ー ズ を 加 え 回転 式 振 盪 機 に て 糖 化 を 行 う 粉 砕 同 時糖 化 。 ガ ラ ス ビ ー ズ を 加 え な

い で 同 様 の 糖 化 を 行 う無 処 理 糖 化 。 木粉 、 酢 酸 緩 衝 液 お よ び ガ ラ ス ピ ーズ を 加 え 回転式 振

盪 機 に て 粉 砕 処 理 し た 俵、 ガ ラ ス ビ ーズ を 取 り 出 し セ ル ラ ーゼ 系酵 素 の 酢 酸 緩 衝 溶 液 を 加
え
筆化 を 行 う 粉 砕 処理 糖 化 。 以 上 の 各 糖 化 に お け る グ ル コ ー ス 変 換 率 を 測定 し 比 較 し た。

さ ら に 粉 砕 同 時 糖 化 に お け る ガ ラ ス ピ ー ズ の 充 嬪 量 、 大 き さ 、 フ ラ ス コ の 回転 数 に つ い て

検 討 し た 。 実 装 置 に 応 用 す る た め に 、 糖化 槽 を 固 定 し た 攪 拝式 粉砕 同 時 塘 化装置 、 大容 量

闘 応 す る た め 粉 砕 槽 と 糖 化 槽 を 別 1・ し た 連 続 繍 式 粉 砕 同 時 糖 化 装 置 の 検 討 を li。 た 。

3 ． 結 果 　粉 砕 処 理 の 後 に 粉 砕 と 同 時 間 の 糖 化 を 行 う よ り も、 粉 砕 同 時 糖 化 に よ っ て 同 し

時 聞 の 権 化 を行 う 方 が 、 高 い グ ル コ ー ス 変 換 率 を 示 し た 。 粉 砕 と 糖 化 を 同聴 に 行 う こ と に

よ り グ ル コ ー ス 変 換率を 高 め る こ と が で き、 粉 砕 同塒糖 化 法 の 効果 が 認 め ら れ た 。 ガ ラ ス

ビ ー ズ の 充 塀 量 は、 ガ ラ ス ビ ー ズ の 空 隙 が 木 粉 を 懸 濁 し た 酵 素 液 で 充 満 さ れ る よ う に す ．る
の が 糖 化 に 適 し て い た ・ ガ ラ ス ビ ー ズ は ・1軽 の 方 が 、 ま た フ ラ ス ゴ は 比 較 的 高 速 で 回 転 さ

せ た 方が 効 果 的 に 糖 化 が 行 わ れ た 。 上 詑 の 実 験 装 置 を用 い た 粉 砕 同 時 糖 化 法 に お い て も そ

1の 有 効 性 が 示 さ れ た 。

Enhancement 　Effcct　ef　Sirnultaneous　Wet 　Mllling　on 　Enzymatic　Saccharification　of　Wood　Materials
ainy

・ s隔i　N絢 ・ma ．曲 Mim 。 r、，、Y 。、him瑚 T漁 1 

（Biotechnology　R6sear℃h　Laboralory，　KOBE 　STE£ L，LTD ．）

668
廃 水 処 理 酵 母 か ら の 酵母 エ キ ス の 作 成

（西 原 環 境 ） O 平 松 晃 　矢 口 淳 一　 千 種 薫 　 （日本 微 生 物 化 学 ）嶺 岸 令 久

1 ＞園 的　 筆者 らは
11 、酵 母 に よ る 工 場 廃水処理 シ ス テ ム を確 立 し、既 に 2

，
3 の 食品工

場 に適 用 さ れ て い る 。 酵 母 は 各 種ア ミ ノ 酸 ， 脂 費 ， ビ タ ミ ン類 ， 核酸等 の 賓 用物質 の 含荷

率 が高 く、廃水 か ら こ れ ら の 有用．物 質 を 囲収 で き る こ とは 酵 母 処 理 の 大 きな メ リ ッ トで あ

る 。 今 回 廃 水 処 理酵 母 か ら菌 体 成分 を効 率 よ く抽 出す る 方 法 に っ い て 検 討 し た の で 報 告 す

る 。

2 ）方 法　酵 母菌体 内容物 を抽 出す る 方 法 と し て は、 自 己 消化 法 （消 化温度 30 ℃ 〜 60

℃ ， pH3 〜 9 ） ， 機 械的 破砕 法 （超 音波 処 理 ，フ レ ン チ プ レ ス ，ビ ーズ ミ ル ，ナ ノ マ イ

ザ L−・　ag），酵 累分解法 （各種市 販酵 累使用 ） ， 酸 ア ル カ リ熱分 解 法等 を 検討 し た。 抽出 し

た酵 愚 エ キ ス 中 の 有 用成 分は 、酵母 エ キ ス を添力ITし た培 地 中で 乳酸菌 を増殖 させ る こ と に

よ っ て 確認 し た 。

3 ）結果 　廃 水 処 理 酵 母 か ら の 酵 母 エ キ ス 作成方 法 に っ い て 検 討 し た結 果、 自 己消 化 法 で

は 抽 出率 は 30 〜 40 ％ ど ま り で 、荊処 理 と し て 機 械 的 に破 砕 し て も、抽 田率 の 大 幅 な 改

瞽 は 逮 成で きなか っ た 。 ま た熱 処 理法 で は ア ル カ リ 熱 処 理 が 有 望 で 、抽 出 率 ，そ の 安 定 性 ，

使 用 薬 品 量 い ずれ も酸 熱処 理法 よ りす ぐれ 、
70 〜 80 ％ の 抽 働率が確 保 で きた 。 抽 出．し

た酵母 エ キ ス を含 む培 地 に お け る 乳 酸 菌 の 生育 度は 、 自己消化法 ，ア ル カ リ，酸熱 処 理 法

と も市 販 酵 母 エ キ ス と 遜色 な か っ た 。 　 1 ）　 千 種 ，松 丸 ，山 本，嶺 岸 11990 年 度
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